
○県民一人ひとりが健康づくりに主体的に取り組めるよう、誰でも気軽に健

康づくりを開始、実践できる機会を提供するとともに、健康診断等の受診

を促進するなど、健康寿命日本一を目指した取組を進めます。

【主な取組】

・健康づくりの取組状況や医療・介護の利用状況等の健康指標を把握するための調査

の実施[10]

・誰でも気軽に健康づくりを開始・実践できる「健康ステーション」を設置[3]

・特定健診受診率向上に向けた医療機関からの受診勧奨の促進[1]

・産科医療機関での妊婦歯科保健指導等の実施[3]

くらしの向上くらしの向上くらしの向上くらしの向上 [[[[健康づくりの推進健康づくりの推進健康づくりの推進健康づくりの推進]]]]

※[ ]はH25当初予算とH24.2補正予算の合計額、単位：百万円
「がん検診を受けよう！」奈良県民会議の街頭啓発

８

○「（仮称）第２期奈良県がん対策推進計画」を踏まえ、がん検診の受診勧

奨や緩和ケアの充実、相談支援の強化などの取組を進めます。

【主な取組】

・「がん検診を受けよう！」奈良県民会議による受診促進啓発、がん検診受診対象

者への受診勧奨の実施[6]

・患者の立場に立った質の高いがん対策の推進（地域がん登録の推進、がん患者・家

族のニーズ調査の実施、緩和ケアセンターの機能強化と相談支援の充実等）[85]

市町村との協働による大型商業施設での特定健診の実施



○新県立奈良病院について、北和地域の高度医療拠点病院として整備を進め、

28年度中のオープンを目指します。また、県立病院事業（奈良、三室）の

地方独立行政法人化を目指します。

【主な取組】

・北和地域高度医療拠点病院としての新県立奈良病院

移転整備[828]

・新県立奈良病院アクセス道路等の整備[702]

・県立奈良病院・三室病院の地方独立行政法人化に

向けての制度構築[31]

・県立三室病院の基本構想策定[5]

くらしの向上くらしの向上くらしの向上くらしの向上 [[[[医療の充実医療の充実医療の充実医療の充実]]]]

○医師・看護師を目指す志の高い学生が豊かな環境のなかで勉強できる教育

拠点を整備するため、県立医科大学の教育・研究部門の移転について引き

続き検討を進めます。

【主な取組】

・県立医科大学教育・研究部門の移転に係る整備構想の策定[27]

・県立医科大学の第２期中期目標達成に向けた取組に対する運営

支援等[6,779]

○救急医療・周産期医療体制を充実するとともに、医療を支える医師・看護

師の確保を図ります。

【主な取組】

・北和地域の拠点的休日夜間応急診療所整備への支援[113]

・ドクターヘリの導入検討[8]

・新生児搬送専用ドクターカーの整備等[25]

・看護師等修学資金貸付金返還免除対象に200床以上病院を

追加[40]

※[ ]はH25当初予算とH24.2補正予算の合計額、単位：百万円

新県立奈良病院（イメージ）

県立医科大学附属病院（仮称）中央手術棟（イメージ）

９
ＢＬＳ（一次救命処置）研修（県立三室病院）



○障害のある人が、豊かな生活を送ることができるよう、「ライフステージ

を通した切れ目のない支援」、「福祉、教育、雇用等の各分野が連携した

包括的な支援」を基本に、障害者施策を推進します。

【主な取組】

・障害者の工賃向上に向けて有効な「施設外就労」を県庁内で実施[1]

・県民参加型の障害者支援を推進[2]

・障害児地域療育支援体制の充実・強化[14]

・軽度・中等度難聴児に対する補聴器購入を支援[1]

・県立障害福祉施設の建替整備に向けた基本計画の策定[10]

くらしの向上くらしの向上くらしの向上くらしの向上 [[[[福祉の充実福祉の充実福祉の充実福祉の充実]]]]

○高齢者が生きがいを持って住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けること

ができるよう、医療・介護・生活支援サービス等を一体的に提供する地域

包括ケアシステムの構築を進めます。

【主な取組】

・高齢者スポーツ文化交流大会の開催[5]

・高齢者が身近な仲間で行う起業等を支援[2]

・訪問看護サービスの安定的な供給体制の維持・確保を支援[6]

・高齢者の相談・支援体制の中心となる地域包括支援センターの

機能強化[7]

○地域のつながりが希薄化するなか、高齢者、障害者、生活困窮者等を住民･

行政・事業者等が連携し地域で支える、地域福祉の推進支援に取り組みま

す。

【主な取組】

・孤立死対応のための見守り強化など、新たな地域の絆づくり[2]※[ ]はH25当初予算とH24.2補正予算の合計額、単位：百万円 １０

多くの障害者が働くクリーニング工場 みんなのスポーツフェスティバル

園児と高齢者の交流



○保育や放課後児童対策等の充実により、安心して子育てできる環境づくり

を進めます。また、親の育児不安・負担感の軽減等による児童虐待の未然

防止や早期発見、相談支援体制の充実など、引き続き児童虐待防止対策に

取り組みます。

【主な取組】

・「奈良県こども・子育て支援推進会議」を設置し、子ども・子育てに関する施策を

総合的に推進[1]

・待機児童解消に向けた保育所緊急整備等[767]

・保育士等の処遇改善に取り組む保育所を支援[236]

・関係機関の児童虐待対応力の向上（連携事例集の作成、未然防止のための研修教材の

作成等）、通報及び未然防止についての啓発（「オレンジリボンキャンペーン」の

展開等）、対応の強化に取り組む市町村への支援等[66]

・児童養護施設等に入所する被虐待児の増加に対応するため、施設職員の処遇対応力

向上研修を実施[1]

・中央こども家庭相談センターの機能充実に向けた整備

（平成26年１月整備完了（予定））[420]

くらしの向上くらしの向上くらしの向上くらしの向上 [[[[こども・女性支援の充実こども・女性支援の充実こども・女性支援の充実こども・女性支援の充実]]]]

○全国平均と比べて低い女性の就業率の向上を図るため、「子育て女性就職

相談窓口」での再就職支援や、職場におけるワーク・ライフ・バランスの

推進など、女性が働きやすい環境づくりに努めます。

【主な取組】

・子育て女性の就労支援強化（子育て女性就職相談窓口の運営、

就職支援セミナーの開催、語学力を活かした就職や起業を目指

すセミナーの開催等）[10]

・県内事業所及び県・市町村の女性職員を対象としたキャリアア

ップ合同セミナーの開催[3]

・女性が働きやすい職場環境づくりのため、経済団体等と連携し

たワーク・ライフ・バランス実践セミナーの開催等[2]※[ ]はH25当初予算とH24.2補正予算の合計額、単位：百万円働く女性のためのキャリアアップセミナー１１

中央こども家庭相談センター（イメージ）保育所緊急整備による新設保育所


